
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の多い紙面になるの

で１～２箇所のカットか

写真を挿入する予定で

す。内容や季節に合った

カットを松崎が挿入いた

します。 

 

平和の継承 
校長 稲葉 慶太  

今年は戦後 80年という節目を迎え、改めて、戦争の惨禍を二度と繰り返さないと強く誓う

とともに、平和は与えられるものではなく、築いていくものであると、次の世代に繋いでいく

使命を教育に携わる者として強く感じています。品川区では非核平和都市品川宣言事業の一

環として、中学生広島平和使節派遣事業を毎年実施しています。今年度も夏休みの間に本校

８年代表生徒が参加しました。下記はその生徒の感想文です。今度の学習成果発表会でも発

表を予定しています。全校生徒にも、その気持ちが広がってくれることをうれしく思います。 

  

家庭・地域・学校が協働し 

未来を創造する生徒を育てる  

 

私が広島派遣で感じたこと 

８年   代表生徒 

私が広島平和使節派遣に参加した理由は、２つあります。一つ目はもっと視野を広げるこ

と。二つ目は多くの人に自分が感じたことを伝えたいと思ったからです。私は、小学校高学

年の頃に沖縄県の渡嘉敷島に住んでいました。渡嘉敷島では戦時中に集団自決があり、学校

や地域では多くの平和学習が行われていました。渡嘉敷島で集団自決や沖縄戦について学び、

当時の生活や集団自決を決意した時の心情などを初めて知りました。私は、戦争について知

らないことだらけだという事に気づくことが出来たと同時に、自ら戦争について調べたこと

もなく、これまで戦争や平和に関心をもってこなかった自分に驚きました。少しずつ日本や

世界の戦争の事を理解していくと、自分も戦争や紛争で困っている人を助けたいと思うよう

になりました。しかし、世界の人を助けるためにはまず、自分の国で起きたことを知らなく

てはいけないと思い、広島平和使節派遣へ参加しました。 

戦後 8 0年という節目に広島に行き、平和記念式典に参加できたことや被爆者の方にお話

を聞けたことなど、広島で多くのことを知ることができたと思います。写真や映像でない原

爆ドームを見た時は、本当に広島に原子爆弾が落ちたのだと改めて痛感する出来事のひとつ

となりました。後日ガイドの方に広島平和記念公園の説明をしてもらった時、爆心地から

170mの場所にいたにも関わらず偶然地下にいた野村さんが生き残ったことや、放射能も当た

り方で症状が全く違うことを聞いた時は、ほんの少しの違いが生死を分けることへ繋がるの

だと知れました。 

また、実際に平和記念資料館へ行った時の中の重たい空気と、モノクロ写真でも伝わるほ

どの生々しさにぞっとしたことをしっかりと覚えています。見上げるほど大きな写真に写っ

た骨の山や血に染まった洋服、焼けこげたお弁当、原爆症に苦しむ人たち。あの原子爆弾が

落ちる前も後も、広島には沢山の人が生きていたのだと強く伝わってくるものばかりでした。 

私は、今回の広島派遣を通して、広島で起きたことは絶対に忘れてはいけない、繰り返し

てはいけない事実だということを改めて感じることができました。今後、日々の小さな助け

合いなど皆が笑顔で幸せになるようなことを沢山できるよう、今まで以上に周りを見て行動

していきたいです。今回経験できたことは成果発表で学校の人に伝えるだけでなく、人生を

通じて、もっと多くの人に伝えていきたいです。具体的には、私の夢の 1 つには、海外青年

協力隊に入ることがありますが、そこで出会うことになる沢山の人達にも今回の広島の体験

を伝えていきたいと思います。それまでに、今回の経験について、今は言い表せないことも

言語化できるようにしていきたいです。 



 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域班下校訓練（９月１日） 

首都圏での大きな地震に備えて地域班下校 

 

 

 

 

 

 

マナー講座（９月５日） 

 ８年生を対象に、マナー講座を行いました。８

年生は、１０月には職場体験があり各事業所へ

の事前訪問も予定されています。電話での訪 

 

 

 

 

 

 

茶道体験（９月１８日） 

 ９年生が茶道体験を行いました。和室では、

まず先生と代表生徒が濃茶を体験しました。そ

の後、全員でお菓子をいただき、各自で薄茶

を点てました。３年間続けてきた茶道体験も今 

年で最後です。礼儀や相手へのおもてなしの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙（９月１９日） 

 生徒会役員選挙を行いました。大勢の前で

の演説は緊張したと思いますが、候補者も応

援演説者も自分の思いをしっかりと伝えまし

た。１０月からは後期の生徒会・委員会が発足 

 

 

 

 

 

日 曜日 行事 

1 水 都民の日 

2 木 修学旅行（９）終（９月３０日～）  

部活体験（第二延山小学校） 

3 金 振替休業日（９） 合唱練習始 

4 土 地域運動会（小山五丁目） 

5 日  

6 月 朝会  委員会  安全指導 

7 火 職場体験（８）始  学力テスト（９） 

8 水  

9 木 職場体験（８）終  学校公開始 

10 金 地域清掃（７）  委員長会 

11 土 土曜授業日  学校公開終 

学校説明会 

12 日 ふるさとまつり（８） 

13 月 スポーツの日 

14 火 生徒会朝会（任命式）  避難訓練 

ダンス授業始（～１１月１１日） 

15 水  

16 木  

17 金 進路説明会（９） 

18 土  

19 日  

20 月  

21 火  

22 水  

23 木  

24 金 学習成果発表会 前日準備  合唱練習終 

25 土 学習成果発表会 舞台の部 

26 日  

27 月 振替休業日 

28 火  

29 水 三者面談（９）始（～１１月４日） 

３０ 木  

３１ 金  

 

 

 

 

訓練を行いました。

下校時には、危険個

所などをチェックし

ながら歩きました。 

 

 

問予約などの時に、

今回のマナー講座で

学んだことを生かし

てほしいと思います。 

 

  
 

します。いよいよ、８

年生が中心となって

学校を動かしていく

立場になります。 

 

 

  

心など、茶道体験を通

して学んだことをこれ

からも大切にしてほし

いです。 


